
発行 社会福祉法人けやき福祉会設立準備会 

住所 新潟市西区上新栄町 3-4-83 

電話 ０２５－２６０－７７９８ 

※ このたよりは、会員の皆さんに発行しています

 昨年１１月5日に地域住民の皆様への

説明会を開催し、「社会福祉法人けやき

福祉会」設立準備会を発足してから、あ

っという間に１年が経ちました。 

 この間に準備会として様々な取り組

みをしてきました。地域の皆様への啓発

活動としてバザーや講演会、コンサート

に学習会を重ね、また地域の五十嵐中学

校区や近隣の小学校区のコミュニティ

協議会への説明会を実施してきました。 

 けやき福祉会の役員も決まり、地域住

民を中心に公募に応募するための設計

や申請書類つくりを進めています。 

 日々会議を重ねて会員の皆様に情報

を提供し、共有してきました。また、市

役所、保健所、消防署等の関係部署との

事前協議も重ねています。 

 公募の締切りは１２月２２日です。な

ぜ、住民が主体となって地域福祉の拠点

になる施設を作ろうとしているのか、私

たちの想いを伝え、理解していただくた

めに、そして事業者として選定されるよ

うに、精一杯できるだけの努力をしてい

きます。 

 なお選定結果の発表は、来年２月中旬

頃の予定です。 

代表 会田 きよみ 

新潟市の平成２９年度地域密着型サービス指定候補事業者の 

公募が始まりました。選定に向かってまっしぐらです。 

■公募申請書類の一つ「運営理念」から

「社会福祉法人けやき福祉会」運営理念 

1) 住み慣れた地域で、人生を全うできるもう一

つの「我が家」であることを目指します。 

2) ご利用者のこれまでの生き方を大切にして、

尊厳と権利を守り、これからの暮らしを支えま 

す。 

3) 施設は地域の福祉拠点であり、「暮らす人」、

「通う人」、「ささえる人」、「集う人」と共にお互 

いを思いやる気持ちを育みます。 

「本事業の運営理念」 

1) 地域密着型特別養護老人ホームと小規模多機

能型居宅介護事業を併設運営することで、地域 

包括ケアシステムを推進していくための「地域 

福祉拠点」としての大きな役割を担っていきま 

す。地域や職員等の馴染みの人たちとの関りを 

保ち、ご利用者とご家族の安心につなげます。 

2) 地域の方々が、気軽に立ち寄って施設を利用

することができ、また各種相談会や自主的な活 

動による介護予防対策等の講演会や子ども達と 

ご利用者のふれあい、地域の方々と一緒に祭り 

を楽しむ等、地域貢献、多世代交流、地域交流を 

行います。 

3) 施設が単なる特別養護老人ホームではなく、

ご利用者やご家族が生活や暮らしに生きがいを 

感じ、第二の我が家として「近くにあってよかっ 

た」と思える環境づくりを目指します。 

≪地域の皆様への説明会開催のご案内≫ 

12 月～１月にかけて施設建設予定地周辺の

地域住民の皆様に対する建設計画、事業内容等に

ついての説明会開催を予定しています。 

開催日程等につきましては改めてご案内いた

します。会員の方で対象地域にお住いの皆様は、

是非ご参加ください。 

【説明会参加対象地域】 

上新栄町１、２、３、４、５丁目、 

寺尾北１丁目、２丁目、寺尾西５丁目、以上 

のご住所にお住まいの方が説明会の参加対象者

になりますので、ご参加をお待ちしています。 

なお、この地域以外の方もご参加いただけます。

よろしくお願いします。 
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 １１月 2日、赤塚のメイワサンピアで、西区

社会福祉協議会主催の「にし．ＣＯＭＩＮＥＴ

2016」（異業種交流会）がありました。 

 〔イマドキの子ども事情〕のグループでは、

主に中学生のライン（ネットでのメール）での

いじめが多数報告されました。 

メールでのやりとりが、少しでも遅くなると

「ラインはずし」で無視され、学校でもそれを

引きずり、孤立していき、不登校になっていく

という、かくれた「いじめ」が行われているそ

うです。 

 物をかくしたり、こわしたり目に見える暴力

的な「いじめ」でないため、生徒のアンケート

や教師からも「いじめはなかった」との結論が

出されてしまう、との報告がありました。 

けやきたより №８ 夕やけこどもけやき食堂 名付け親が言う「こども食堂」は～ 湯浅誠 HP よ

り

名付け親が言う「こども食堂」は
「こどもの食堂」ではない PartⅢ 

”「こども食堂」の誕生” 

あるとき、知り合いの小学校副校長から「給食以外は、

毎日バナナ一本だけで過ごしている子どもがいる」という

話を聞く。 

何かできないかと考えているう 

ちに 1 年半が経ち、その子は児童 

養護施設に入所してしまった。 

その子に何もできなかったと思 

う中で、他にもいるはずのそうし 

た子どもたちが安心して来られる 

食堂を開こうと思い立つ。 

ファミレスでも、子ども一人で

はなかなか入りづらい。 

地域の中に子どもが一人でも行ける場所は、案外少な

い。 

家庭と学校がその”場”にならない子どもは、世の中に居

場所を見出しにくい。（私がかつて対談した小説家の重松

清さんが「子どもはしらふで生きている。すごいよね」と

言っていたのを思い出した） 

ウチは子どもが来ても「お父さん、お母さんと一緒じゃ

ないの？どうしたの？とは聞かないよ」。あなたが 1 人で

来てもいい場所なんだよ。それで「こども食堂」。 

すべてが、1 つの会話から見えてきた 1 つのニーズから

出発している。道端で立ち話しているうちに何かを思いつ

いた、というように。 

そしていつも、利用する本人たちに向けて「この場はあ

なたが来ていい、あなたを歓迎する場なんだよ」というネ

ーミングをしている。 

「こども食堂」という名前には、こうした経緯と思いが

盛り込まれている。単に昔の地域コミュニティをなつかし

むのではない。 

昔には戻れない現在という地点において、未来へ向け
て新たな“場”を創り出していこうという試みだ。 

「1 ミリでも進める」とはそういうことだろう。 

多様で、雑多で、豊かな「こども食堂」 

それはもう、今「こども食堂」と聞いて、人々がふつ

うにイメージするものとは違うかもしれない。 

しかし、名付け親が、そのような“場”のイメージをも

って「こども食堂」という言葉を使い始めたことは、覚

えておいていい。 

というのも「こども食堂」が急速に広まり、普及する

中で、どうしても先駆者が込めた思いというのは、薄め

られていってしまうから。 

そしてヘタをすると「どこか適当にマンションの一室

でも借りて、子どもを集めて食事させれば補助金が出る

んでしょ？」みたいな勘違いを生み出していくから。 

そしてそのような勘違いが「こども食堂って、子ども

をダシにして、自らの食い扶持を確保しようとするうさ

んくさい人たちがやってるんでしょ」といった無用の偏

見と反発を生み出していくから。 

万が一そうなってしまった 

ら、当の子どもたちに申し訳 

が立たないから。 

「こども食堂」というネー 

ミングがなければ、こども食

堂がここまで広がることはな

かっただろう。

「みんなの家」では、何を 

する場所かイメージがわかな 

い。 

しかし「こども食堂」は「こどもの食堂」ではない。 

もっと多様で、雑多で、豊かなものだ。 

「こども食堂」の取組みを盛り立て、広げつつ、その

理念も失わずにいたい。 

以上で、湯浅誠さんの原稿転載は終了です。 

湯浅誠  | 社会活動家・法政大学教授 HP より 

 一人で悩んでいる子どもに、 

ＳＯＳを発信してもらえる居場 

所としての「こども食堂」も必 

要かと考えさせられました。 

新潟青陵大学「李在檍」准教授のゼミ生１０名参加。 

いつもの学生さんスタッフも加わり、 

子どもたちは動きが活発 

みんなで作った 

手作り餃子 

http://rdsig.yahoo.co.jp/_ylt=A2RilOTsz5pXEF0At9IxEv17/RV=1/RE=1469849964/RH=cmRzaWcueWFob28uY28uanA-/RB=4YGMziguLa_5l6iirG_djPxVyOo-/RU=aHR0cDovL2J5bGluZXMubmV3cy55YWhvby5jby5qcC95dWFzYW1ha290by8-/RS=%5EADAmYrO.vr9xNgg44Q29iiT9yn01vs-
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けやき会の活動には頭が下がります。ようや

く出席できる機会が増えたので、事業の進捗度

合いに、その努力に敬服しています。継続的に

様々な会議、委員会を開きながらの協議により

実現に向け最終局面を迎えています。 

理念を追求していくこと、お互いに理解し合

うことはとても難しいことだと思います。諦め

ずに話し合うことには、想いも時間も労力も必

要になります。 

一般的なビジネスの構築作業とは全く異質な

手法で、今後の地域をつなぐ事業のモデルケー

スになるものだと考えています。

少子超高齢社会の中で、新たな「つながり」を

作っていくことが急務です。「ささえ合う」『思い

合う」気持ちを形にしていくプロセスが地域連

携のモデルとなることは大いに期待できます。 

「自分もいいけど、みんなもいい！」そんな社

会を作っていきたいと思っています。 

 

けやきたより 2016年１１月３０日 １１月の会議の模様 １２月、１月の会議日程 会員の皆様の声 

開催日：１２月 ２日（金）、１２月１５日（木） 

 １月 ６日（金）、 １月１９日（木） 

会 場： 上新栄町集会所 

時 間： 午後７時から８時３０分 

※当日は会場費 200円が必要です

※参加はご自由ですので、ご興味のある方、一緒に

活動していただける方は、ぜひ一度ご参加下さい。 

なお、１月６日の会議は役員会を兼ねて開催しま

す。

会員の皆様の声 

１２、１月の会員会議 
１１月１７日、２４日とけやき会の会議が開催され

ました。今回はその模様についてお知らせします。 

１７日は、公募の発表があってすぐの会議でしたの

で、公募の応募書類の内容や補助金について説明があ

りました。応募書類の文章関係については、申請書類

作成チームで対応し、それ以外の事業計画や収支計画

は八幡が担当することになりました。また、途中の段

階ですが「応募の動機」「理念・基本方針」について読

み上げて発表し、意見交換を行いました。 

 今回から選定方法が若干変更になり、けやき福祉会

が計画している複合施設が以前に比べて選定されや

すくなったとの報告もありました。 

２４日は、社会福祉法人設立の担当課である福祉監

査課で事前協議を行った報告があり、設立認可申請は

旧法ではなく来年４月に変更になる新法に基づいて

の認可申請の手続きになるとのことでした。時期とし

ては年明け１月中に申請書類を提出することになり

ます。また、新法に基づく評議員選任・解任委員会の

人選の発表などもありました。 

会議では、会員全体での情報の共有化や活発な議論

等をとおして、着々と準備が進んでいます。ご興味の

ある方は、ぜひご参加ください。お待ちしています。 

渡邉 信子さん  私は医療機器・介護機器の卸販売業をしておりま

す。㈱悠久堂医科器械店の山本と申します。 

この度は、縁があり、けやき会の会議に参加させ

ていただいております。 

私のような若輩ものが、人生の先輩方と貴重な空

間を共に過ごさせていただいており、光栄に感じて

おります。 

当社は新築施設の立ち上げを何件か、お手伝いさ

せて頂いた経験はございますが、設立段階からお客

様のご意見を間近で聞いて、熱い思いを感じる事は

初めての体験です。滅多に体験できることではあり

ません、応募の動機を拝見することもありません。 

 施設設立時の見えない部分に触れ、心が熱くなっ

ております。それと同時にけやき会様のニーズにマ

ッチしたものをご提案したい！！という気持ちも会

を重ねるごとに強くなっております。私も西区の住

人として、是非今回の高齢者総合生活支援施設「あ

い・いからしの郷」をオープンさせることを微力な

がらお手伝いできればと思います。 

そして、会田さんもおっしゃられている「第二の

わが家」とご利用者の方・ご家族が言っていただけ

るような施設になるよう願っております。 

 今後も皆様のお役に立つことができるよう、努めて

参ります。 

けやき会の皆様へ 山本 哲也さん 

こども

１２月 １日 ポテトの肉巻きソテー、オムレツ他 

１２月２７日 みんなで作るクリスマスケーキ、 

から揚げ他 

１月 ５日 みんなで作る夕食、 

カレーライス、サラダ

１月２４日 ししゃものフライ、チャーハン他 
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いよいよ新潟市の公募が発表され、その選定に

向かって申請書類や建物設計図作成等の準備を行

っています。 

社会福祉法人を起ち上げるための条件である資

金１億円達成に向けて、企業・団体様からもご寄

付をいただいています。心より感謝申し上げます。 

１１月１６日には、新潟西ライオンズクラブの

皆様（６名）が、わざわざご来訪下さいました。 

地域住民や地域外の方々からもご協力をいただ

き、「自分たちが利用する居場所を自らが作り出

す」という共感の思いに心熱く、また心強く思い

ます。 

重ねて、引き続きご支援ご協力をいただきます

ようお願いしますとともに、一緒に目標達成に向

けて共に歩んでいきましょう。 

◇呼びかけ人一同

寄付金振込口座 
郵便局 口座番号：００５８０－０－１０２５４９ 

「社会福祉法人けやき会」設立準備会 
代表 会田きよみ 

第四銀行 小針支店  
普通預金：口座番号 １３４５９８９ 
社会福祉法人けやき会設立準備会 

代表 会田きよみ 
※大光銀行、ろうきんでも受け付けております

けやきたより №８  寄付ご協力のお願い 編集後記 

■いよいよ師走ですね。けやき会も本格的な師走とな

りました。

私事で恐縮ではありますが、先日、母と一緒に父の

入所施設に面会にいきました。行くたびに、柔和な笑

顔になっていく父の表情に心から感謝しております。

面会が昼食時間に延長してしまったときに、面会室に

配膳してくださった職員さんの心配り、廊下にある毎

月の施設での外出の際のよい表情の父の写真。私と母

を見送るとき自室までの経路がわからなくなるので

はと案じた私に対して、父の放った一言「ここは俺の

うちだから」、など。どれもほろりとさせるエピソー

ドがありました。 

自宅で見ていたら父はこのような表情でいられた

か自信はありません。 

施設を作るのは容易でなく、まして理想な所という

思いがあると歯がゆいこともたくさんあるでしょう。

けれど会田さんたちが作ろうとしている施設は、きっ

と利用者さんにとって、暖かい居場所になれる施設に

なれるよう期待しています。  土屋 容子  

■先日、栃尾まで出来立ての油揚げが食べたくなった

のでドライブがてら行ってきました。

栃尾に行く道すがら合格街道なる看板が目に入り

ました。見ると１１月の第４日曜日に栃尾の来伝天神

様で１年に１回の合格祈願祭があるとのことでした。 

１年に１回の合格祈願、これも何かの縁と感じ、公

募申請書類づくりに携わっている折から、選定も合格

祈願の一種と思いお参りしてきました。とりあえず神

頼みも終わり、あとは申請書類の中身の勝負です。 

悔いのないように頑張ります。あっ油揚げもしっか

り食してきました。あ～うまかった。    八幡 

■木々の綺麗な紅葉もそろそろ終わりを迎え、木枯

らしが吹く季節となってきました。山の尾根には、

すでに雪化粧が見られ始めています。皆様、タイヤ

交換はすでにお済みでしょうか。

 気付けば今年も師走となり、あっという間に一年

が終わろうとしています。この一年、振り返ってみ

ると、笑ったことも怒ったこともありました。応援

しようと思った大切な人を逆に傷つけてしまい、後

悔とともに深く反省したこともありました。失敗や

間違いなんて、数えきれないくらいです。しかし自

分なりにチャレンジしようとやってみた今年は、昨

年よりも得るものが多かったと思います。あと 1ヶ

月、何を得て何を学んだのか少しずつ整理を始めな

がら、今年を締め括りたいと思います。 

 けやき福祉会は正念場を迎えています。無事に公

募申請が通りますことを祈願しつつ、できることを

やり続けたいと思います。 

 あと、先日ケアマネ試験の合格通知が届きまし

た。 

板垣 龍介 

新潟西ライオンスクラブの皆さんと一緒に 


